
 

 

 

  

 

 

 

 

 取 材 の お 願 い  

 

  「生涯健康サイエンスフェス in 静岡県立大学」を今年も開催します。 

 今年のメインテーマは「防災を日常に－命とくらしを守るイタリア式 TKB48－」。避難所の

環境整備を進めることで災害関連死防止に奮闘されている、水谷嘉浩氏を講師にお招きした

講演会などを通じ、日常の延長線上にある防災について考えます。 

好評企画「高校生研究セッション」では、県内の高校生が日頃の研究成果を発表します。 

 当日は、ぜひ取材をお願いしたく、情報提供いたします。 

＊TKB48 とは：災害関連死を防ぐため、T（トイレ）、K（キッチン＝食事）、B（ベッド）を４８時間以内に避難所へ導入するという考え方 

 

【開催概要】 

  ◆日 時  令和８年 10 月 24 日（土） ９：45～14:45 

◆会 場  静岡県立大学 草薙キャンパス 看護学部棟 

◆内 容  講演会（９:45～12:00） 

◇話題提供：「災害時にも誰一人取り残さないインクルーシブ防災活動」 

  講師：静岡県立大学短期大学部 社会福祉学科 准教授 江原 勝幸 

◇講演：「災害関連死を防ぐこれからの防災について～イタリアから学ぶ TKB48 とは～」 

講師：一般社団法人避難所・避難生活学会 代表理事 水谷 嘉浩 

高校生研究セッション（12:30～14:45） 

県内の高校生による日頃の研究成果の発表とグループ討論 

※詳細は添付のリーフレットをご覧ください。 

◆その他  開催日は、静岡県立大学の大学祭「剣祭」（第 1 日）が開催中です。 

 

 

 

 

 

 

 

提 供 日     2026/10/20 

タイトル  生涯健康サイエンスフェス in静岡県立大学 2026の開催について 

担 当     静岡県公立大学法人 静岡県立大学 

教育研究企画室 

発信担当者  054-264-5156 

生涯健康サイエンスフェスｉｎ静岡県立大学 2026 

防災を日常に－命とくらしを守るイタリア式 TKB48－ 

【本件に関するお問い合わせ先】 

〒422-8526 静岡市駿河区谷田52-1 

静岡県立大学 教育研究企画室内 生涯健康サイエンスフェス運営委員会事務局 

電話 054-264-5156 メールアドレス lwfes[at]u-shizuoka-ken.ac.jp 

※上記の[at]は＠に置き換えてください。 

     

静岡県立大学記者提供資料 

 



主催：静岡県立大学 協力：静岡大学、浜松医科大学、静岡社会健康医学大学院大学、静岡県教育委員会高校教育課

防災を日常に
ー命とくらしを守るイタリア式TKB48ー

「もしも」に備えることは「いつも」を大切にすること。
防災のため、日常生活で備えるべき優先順位はあるの？ TKB48って何のこと？
日常の延長線上にある防災について、科学的な視点を絡めてわかりやすく、考えていきます。

◆メインセッション 10月24日(土)＊大学祭開催日

・話題提供 「災害時にも誰一人取り残さないインクルーシブ

防災活動」

講師◇静岡県立大学短期大学部 社会福祉学科 准教授 江原勝幸

・講演 「災害関連死を防ぐこれからの防災について

～イタリアから学ぶTKB48とは～」
講師◇一般社団法人避難所・避難生活学会 代表理事 水谷嘉浩

・高校生研究セッション ・県内４大学によるパネル展

※講師等の都合により、プログラムの内容等が変更される場合があります。
※それぞれのイベントの詳細と開催時間は裏面をご覧ください。

会場：静岡県立大学 草薙キャンパス 看護学部棟

参加無料
要事前申込

事業の詳細はこちら⇒



10月24日（土）メインセッション ＊大学祭開催日

9:45～9:55 ◇４階 13411講義室

◆開会式

10:00～12:00◇４階 13411講義室

◆講演会

◆話題提供（10:00～10:40）

■演題：「災害時にも誰一人取り残さないインクルーシブ防災活動」

■講師：静岡県立大学短期大学部 社会福祉学科 准教授 江原 勝幸
地域で必要性は認識されているものの取り組みが進まない要配慮者支援に対し、災害時にも誰一人
取り残さない地域で住民同士が支え合う福祉と防災を融合させたインクルーシブ防災活動の実践例を
紹介します。

◆講演（10:50～11:40）

■演題：「災害関連死を防ぐこれからの防災について～イタリアから学ぶTKB48とは～」

■講師：一般社団法人避難所・避難生活学会 代表理事 水谷 嘉浩
災害大国と言われる我が国では、劣悪な避難所環境に起因する災害関連死が多発している。
一方、同様に災害大国と言われるイタリアでは、災害関連死を防ぐ仕組みが確立されている。
イタリアに学ぶべき避難所環境とは？
■座長：静岡県立大学短期大学部 社会福祉学科 准教授 江原勝幸

◆ディスカッション（11:40～12:00）

■登壇者：一般社団法人避難所・避難生活学会 代表理事 水谷 嘉浩

静岡県立大学短期大学部 社会福祉学科 准教授 江原 勝幸

■座長：生涯健康サイエンスフェス運営委員会 委員長 渡邉 順子

12:30～14:40◇３階 13302講義室、４階 13402講義室、13408・13409演習室、13413・13414演習室

◆高校生研究セッション、県内４大学によるパネル展示
■高校生による研究発表、グループ討論 ■県内４大学による特色ある取組のポスター展示

高校生が4グループに分かれ、日頃研究した成果を発表します。発表後はグループディスカッションで
お互いの研究への理解を深めていきます。会場前の展示では県内４大学の特色ある取組を紹介します。

14:40～14:45◇４階 13411講義室

◆閉会式

＜生涯健康サイエンスフェス in 静岡県立大学2026 参加申込方法＞

■オンラインの応募フォーム（右下のＱＲコード）からお申し込みいただくか、下記の項目すべてをご記入のうえ、Eメール、郵送、

ＦＡＸのいずれかでお送りください。

詳しくは生涯健康サイエンスフェスのホームページ（応募フォームのリンクあり）をご覧ください。

(1)氏名（ふりがな） (2)住所 (3)連絡先（電話、Eメールアドレス） (4)参加を希望するセッション（講演会、高校生研究

セッション）

※ご記入いただいた個人情報は生涯健康サイエンスフェスの連絡や統計資料作成にのみ使用します。

■申込先

生涯健康サイエンスフェス運営委員会事務局（静岡県立大学 教育研究企画室）

〒４２２－８５２６ 静岡市駿河区谷田５２－１ 電話：054-264-5156 ＦＡＸ：054-264-5299

E-mail：lwfes@u-shizuoka-ken.ac.jp

■申込期限 10月19日（月） （申込順に受付） ※期限を過ぎてからのお申し込みはお問い合わせください。

■注意事項 ・駐車場はありません。公共交通機関をご利用ください。

・関係者以外の方は、会場内での写真および動画の撮影はできません。
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